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梅毒郵送検査の検査数と陽性数（2015-2018) 

2015年 2016年 2017年 2018年 

梅毒郵送検査数 58765 71178 102278 111794 

梅毒郵送検査陽
性数 
（陽性率） 

   237 
(0.40%) 

   394 
(0.55%) 

  698 
(0.68%) 

 790 
(0.71%) 

121% 

166% 

→  2017年から2018年にかけて、 
   梅毒郵送検査数は9%、陽性数は13%増加しており、 
   陽性率は0.03%増加していた。 
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ブラインド調査結果 

使用検体： 陽性6検体、陰性4検体、合計10検体 
対象：郵送検査会社6施設（＋慶應義塾大学） 

陰性検体の結果は、6社すべて陰性で一致していた。 
判定保留を陽性とみなした場合、陽性検体の結果がすべて一致していたのは 
6社中2社であり、4社の検出感度が低くなっていた。 

慶應　結果
（PA抗体価）

＋
(x80)

＋
(x80)

＋
(x400)

＋
(x1600)

＋
(x8000)

＋
(x16000)

－ － － －

A社 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － －

B社 ± ± ± ± ± ± － － － －

C社 － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － －

D社 － － ± ± ＋ ＋ － － － －

E社 － － ± ± ± ± － － － －

F社 － － － ± ± ± － － － －

施設名
検査結果

陽性検体 陰性検体

図4  

購入金額 
 

4,053円 
（税抜、平均) 

(2389～6000円） 

キットの 
購入・申込 

キット到着後 
検体採取 結果受取 

申込方法（複数回答有） 

インターネット 12社 
電話        9社
FAX      5社 
店頭、診療所   3社 
郵便     1社 
定期検査       2社 

HIV郵送検査の流れ 

検査と 
結果の送付 

本人  
本人  

本人  会社  

採血方法 
 

ランセットによる  . 
指先穿刺     12社 

 
保存方法 

  
ろ紙         9社
専用容器      3社 

 通知方法（複数回答有） 

  

郵送(希望者のみを含む) 11社 

専用サイト（ID、パス付） 6社 

メール                5社 検査法 
PA    4社 
IC   2社 
CLEIA    2社 
CLIA         1社 
EIA    1社 

検体送付 
 

郵便      12社 

結果通知日数 
 

4日（平均) 

（1～14日）  

（2018年 郵送検査会社12社)  

図3  
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図２ リピーターの年次推移、月別推移   

月 回数 予約数 
（人） 

受験者数 
（人） 

リピーター数 
（人） （％） 

2016年度 12 183 153 38 （24.8％） 

2017年度 10 159 144 54 （37.5％） 

2018年度 
（1月まで） 

9 135 111 43 （38.7％） 

計 31 477 408 135 （33.1％） 

（１） リピーターの推移（2016年度〜2018年度） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月 合計 

受験者数 10 11 12 14 14 14 11 14 11 111 

リピーター数 2 5 5 5 5 5 3 6 7 43 

（％） 20.0% 45.5% 41.7% 35.7% 35.7% 35.7% 27.3% 42.9% 63.6% 38.7％ 

（２） 月別リピーターの推移（2018年度） 

＊IDカードにより確認することができたリピーター数を示す。 

図１ 月別受験者数と検査結果   

＊定員は各回15人。 

月 予約数 
（人） 

受験者数 
（人） 

リピーター 
（人） 

自己採血 
（人） 

HIV(+) TPHA(+) HBsAg(+) 

4月 15 10 2 8 

5月 15 11 5 9 1 

6月 15 12 5 5 3 

7月 15 14 5 9 2 

８月 15 14 5 10 3 

10月 15 14 5 12 3 

11月 15 11 3 8 1 

12月 15 14 6 6 

1月 15 11 7 5 1 

合計 135 111 43 72 0 
(0.0%) 

14 
(12.6%) 

0 
(0.0%) 
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図４ 前回の受検施設   

SHIP 
52.6% 

イベント 
8.2% 

クリニック 
2.1% 

その他 
3.1% 

南新宿検査
場 

8.2% 

病院 
4.1% 

保健所 
20.6% 

未記入 
1.0% 

N＝97 

図３ HIV受検歴   

初回 
12.6% 

受検歴あり 
87.4% 
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図６ 居住地構成   

横浜 
39.6% 

川崎 
4.5% 

県域 
21.6% 

東京 
24.3% 

その他 
9.0% 
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0.9% 

図５ 年齢別構成   
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図８ 気になる性的接触の相手との関係と 
   コンドーム利用状況 

しなかった 使った 使わなかった 未記入 合計 

オーラル 5 （4.5%） 8 （7.2%） 83 （74.8%） 15 （13.5%） 111（100%） 

アナル（ウケ） 50 （45.0%） 25 （22.5%） 16 （14.4%） 20 （18.0%） 111（100%） 

アナル（タチ） 33 （29.7%） 36 （32.4%） 23 （20.7%） 19 （17.1%） 111（100%） 

（２） 気になる性的接触のコンドーム利用状況 

いつもの相手 初めての相手 風俗業 未記入 合計 

29 （26.1%） 61 （55.0%） 2 （1.8%） 19 （17.1%） 111 （100%） 

（１） 気になる性的接触の相手との関係 

図７ MSM割合と受検動機 

人数 （％） 

MSM 101 91.0％ 

非MSM 0 0.0％ 

未記入 10 9.0％ 

計 111 100％ 

(1) MSM割合 

性的接

触 
46.8% 

症状

が出

た 
1.8% 

念のた

め 
45.0% 

その他 
5.4% 

未記入 
0.9% 

133



図10 満足度調査 

項目 人数 （％） 

得られた 98 89.1% 

得られなかった  0% 

(空白) 12 10.9% 

項目 人数 （％） 

すすめる 69 62.7% 

話してみたい 16 14.5% 

わからない 10 9.1% 

話す気はない 7 6.4% 

すでに受けている 5 4.5% 

(空白) 3 2.7% 

(1) 役に立つ知識を得られましたか？ 

(2) 知人・友達にこのSTD検査をすすめたいと思いますか？ 

（回答者数 110人） 

（回答者数 110人） 

図９ 当検査を選んだ理由（複数回答） 

（回答者数 110人） 

選んだ理由 人数 （％） 

直ぐに結果が分かるから 91 91.9% 

梅毒・Ｂ型肝炎も受けられる 86 86.9% 

ゲイ専用なので 43 43.4% 

場所が近いから 36 36.4% 

前に受けたから 33 33.3% 

曜日と時間帯が受けやすい 30 30.3% 

他の検査場が分からない 0 0.0% 

WEB予約ができるから 0 0.0% 

当検査場を選んだ理由 
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研究協力者 佐野 貴子、近藤 真規子（神奈川県衛生研究所） 

須藤 弘二（慶應義塾大学医学部） 
  藤原 宏、長谷川直樹（慶應義塾大学病院 感染制御センター） 

 
 
 
 
 
 
 
 
A．研究目的 

感染の検査は基本的にスクリーニング検査

と確認検査からなっている。従来、スクリーニン

グ検査には 抗原と 抗体の同時検査

法（以下「 抗原抗体同時検査法」という）

が使われ、確認検査には（ ） ウエスタンブ

ロット法と 検査（リアルタイム ）

の両方による測定か、（ ） ウエスタンブロ

ット法と ウエスタンブロット法による測定

が実施されていた。しかし、確認検査法（ ）で

は、 ウエスタンブロット法と ウエス

タンブロットの交差反応性のため 感染を正

しく判定できないという問題や、比較的検査費用

の高い 検査法の使用頻度が高くなると

いう問題がある。また、確認検査法（ ）では、

ウエスタンブロット法の感度が 抗原抗体

同時検査法より感度が低いため急性感染が判定

できないという問題や、 と のウエス

タンブロット法の交差反応性のため 感染と

感染の判別が困難な場合が生じるという問

題がある。

米国疾病予防管理センター（ ）は 年、

確認検査に 鑑別抗体検査法と

検査法を用いる新たな 検査アルゴリズムを発

表した。これにより、 感染と 感染が

より正確に判別されるとともに、 感染がより

早期に診断されると期待されている。このアルゴ

リズムでは、長年使われてきたウエスタンブロッ

ト法はもはや使われていない。

我が国でも、 年 月、 鑑別抗体

検査法である

（バイオラッド社）が により承認され

た。そこで、本報告では、 の改訂 検査ア

ルゴリズムを準じた、我が国の現状に合った

検査アルゴリズムを提案する。

 
B．研究方法

我が国の公的機関から発表されている二つの

検査アルゴリズム、「診療における 感

染症の診断ガイドライン （日本エイズ学会・

研究要旨 
従来の HIV-1/2 検査アルゴリズムにおけるいくつかの問題点を解決するため、最近認可された

HIV-1/2 抗体鑑別検査キット を取り入れた新しい検査アルゴリ

ズムを提案する。このアルゴリズムを採用することにより、従来に比べて、 感染がより早期に診

断され、 感染がより正確に判定され、検査にかかる日数が短縮され、検査費用が安くなること

が期待される。
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日本臨床検査学会推奨法）」 と「後天性免疫不全

症候群（エイズ） 感染症病原体検出マニュア

ル（国立感染症研究所） 、 の改訂 検査ア

ルゴリズム 、及び本研究班の研究成果として発

表した に

関する性能評価論文 を含む多くの 検査関連

論文を参考にした。

 
C．研究結果 

新たに提案する 検査アルゴリズムを図に示

す。

まずスクリーニング検査として、一般診療にお

いては自動検査装置による 抗原抗体同時

検査を行う。保健所等において検査結果を迅速に

返す場合は、イムノクロマト法による迅速

抗原抗体同時検査法を使用してもよい。

現時点で抗体検出感度が最も高いキットはダイ

ナスクリーン・ （アボット社）である。

スクリーニング検査の結果が陰性の場合は

非感染と判定する。

スクリーニング検査の結果が陽性の場合は

抗体鑑別検査を行う。現時点でこれに該

当するのは

のみである。この検査の検体として 抗原

抗体同時検査で用いた検体を使用すると検査の

迅速化を図ることができる。この検査で、

陽性で 陰性あるいは判定保留の場合は

感染と判定する。 陽性で 陰性あ

るいは判定保留の場合は 感染と判定する。

陽性で 陰性あるいは判定保留の場合

は 感染と判定する。 陽性で も陽

性の場合は単に 感染と判定する。ただし、

感染の国内発生数を正確に把握するため、

専門機関（例えば、国立感染症研究所）に依頼し

て 感染と 感染の鑑別を行う。

抗体鑑別検査で、 陰性あるいは判

定保留、 陰性あるいは判定保留の場合は

核酸検査を行う。 核酸検査の結果が陽性

の場合は急性 感染と判定する。ただし、現

在使用されている 核酸検査は定量検査であ

り、定性検査としては承認されていないため、適

当な時期に 抗体鑑別検査で 感染を

確認する必要がある。将来、定性検査として

に承認された 核酸検査法が利用可能となるこ

とが望まれる。 核酸検査の結果が陰性の場合

は 非感染と判定する。ただし、 抗

体鑑別検査が 保留の場合は 急性感染

の可能性があるので か月後に再検査する。

本アルゴリズムは のアルゴリズムと同じく

ウエスタンブロットの代わりに 抗体鑑別

検査である

を用いる。このキットはウエスタンブロットに比

べて、抗体検出感度が高く、 交差反応性

が低く、少量（ µL）の検体で済むという利点

がある。これらの特性をもつ検査法を組み込むこ

とにより、今回提案したアルゴリズムは、従来に

比べて、 感染をより早期に診断し、 感染

がより正確に判定し、検査にかかる日数を短縮し、

検査費用を安くできると期待される。
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図．新しいHIV検査アルゴリズム（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
注1： 自動検査装置を使用する．保健所等の即日検査ではその時点で最も感度の

高いイムノクロマト法を使用する（現時点ではダイナスクリーン・HIV Combo）。 
注2： その時点で最も感度の高いHIV-1/2抗体鑑別法を使用する（現時点では

Geenius HIV-1/2 Confirmatory Assay）。HIV-1/2抗原抗体同時検査で用い
た検体を使用し、検査の迅速化を図ることができる。 

注3： 専門機関（例えば、国立感染症研究所）にHIV-1/2の鑑別を依頼する。 
注4： 適当な時期にHIV-1/2抗体鑑別検査でHIV-1感染を確認する。 
注5： HIV-1/2抗体鑑別検査HIV-2保留( )の場合はHIV-2急性感染の可能性があ

るので1か月後に再検査する。 
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 確認検査法   施設数     % 
    衛生研究所 64 79.0 % 
  WB、NAT1 29 35.8 % 
  WB、２次スクリーニング2 8 9.9% 
  WB 25 30.9% 
  WB（NAT委託）3 2 2.5% 
    委託4 17 21.0% 
  WB、NAT 4 4.9% 
  WB、２次スクリーニング 1 1.2% 
  WB 12 14.8% 

 表2 HIV確認検査実施施設 

1NAT法：KK-TaqMan 19, cobas TaqMan 6、RT-PCR 1、記載なし 3 
2抗原抗体同時検査（EIA)、 
3NAT委託先：県立拠点病院1、検査センター 
4委託先：検査センター 

 
     

地方衛生研究所：81か所 

 

   表1 HIVスクリーニング検査実施施設 

     検 査 施 設    実施数      ％ 

  衛生研究所含む 30 37.0% 

    衛生研究所のみ 9 11.1% 

    衛生研究所、保健所 14 17.3% 

    衛生研究所、保健所、外部委託 4 4.9% 

    衛生研究所、外部委託 3 3.7% 

  保健所のみ 36 44.4% 

  保健所、外部委託 13 16.0% 

  外部委託 2 2.5% 

地方衛生研究所：81か所 
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表4 HIV-1コントロールの送付とKK-TaqMan研修状況（2016-2018） 

 HIV-1ｺﾝﾄﾛｰﾙ送付   現  状     問合せ  現  状 
  栃木県  WB, NAT cobas   広島県  WB 

  相模原市  WB, NAT* KK-TaqMan   富山県  WB 

  静岡県  WB, NAT  KK-TaqMan  研  修 
  長野県  WB  横須賀市  WB 

  新潟県  WB   長野県  WB 

  愛知県  WB  鹿児島県  WB, NAT KK-TaqMan 

  浜松市  WB   宮崎県  WB,FLFA 

  滋賀県  WB   静岡県  WB, NAT KK-TaqMan 

  福岡市  WB 

  岡山県  WB, 2次ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 

  宮崎県  WB,FLFA 
*現状は神奈川県で実施 

 表3 WB陰性、判定保留時の結果説明 
地方衛生研究所：70/81か所 
     （回答：37か所） 

  

    施設数 

  WBのみ実施している地衛研  28(40％） 
  ・陰性、保留ともに一定期間後の再検を勧める 11 
  ・陰性の説明、保留は一定期間後の再検を勧める 7 
  ・陰性は陰性、保留は保留 1 
  ・保留の場合は説明あり 1 
  ・判定保留とする 1 
  ・不明、記載なし 7 

  WBのみ外部委託している自治体  9（13％） 
  ・陰性、保留ともに一定期間後の再検を勧める 3 
  ・陰性の説明、保留は病院紹介 1 
  ・陰性の保健所検査のガイドラインに従い説明 1 

  ・不明、記載なし 4 
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もしかして梅毒！？ページ （2018年5月30日掲載）   
図２   

ホームページの施設情報、検査イベント情報、 
情報修正依頼件数 

掲載依頼 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

施設情報 666 666 664 657 650

検査イベント情報 177 157 185 168 149

情報修正依頼 591 345 364 363 403

図１   
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サイトアクセス数 （2001年-2018年） 

ア
ク
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ス
数
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
）

 

2018年1～12月 
セッション数 2,159,027件 
ユーザー数   1,592,248件 

全アクセス数 20,756,603件 

図４   

トップページ視認性・操作性向上の改良（2019年3月）    
図３   

（改良前）  （改良後）  
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月別アクセス数の推移 （2011年～2018年） 
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図６   
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アクセス（新規・リピーター）割合  
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図８   
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2018年  

日別アクセス数 （2017年、2018年） 

11/6 
AV女優HIV感染 
(11/6  15,969件) 
(11/13 18,565件)  
(11/14 18,314件）   

0
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2017年  9/19 九州でエイズ患者・HIV感染者   
    が急増・昨年と比べ6割増 
         (9/19 23,122件) 
         (9/20   9,315件)   

3/29エイズ動向委員会  8/30エイズ動向委員会  

3/16エイズ動向委員会  8/27エイズ動向委員会  

11/27 中国HIV耐性双子 
(11/27 17,066件) 
(11/28 18,212件)  
(12/13 20,891件）   

図７   

ボヘミアンラプソディー 
11月9日公開 
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検索エンジン 検索クエリ別月別順位（Google）  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

HIV 242,000,000 1 1 1 1 1 1 1 3 2 2 1 1

エイズ 12,200,000 1 1 1 1 1 1 1 2 4 3 3 1

AIDS 336,000,000 3 4 3 3 3 3 3 7 13 5 2 1

HIV　検査 19,900,000 2 2 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1

エイズ　検査 10,400,000 2 2 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1

AIDS　検査 684,000 2 2 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1

HIV test 252,000,000 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

AIDS test 290,000,000 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2018年Google件数
(2018年12月）

検索クエリ

（PC版 検索順位チェックツールGRCを使用）  

図10   

チャネル別アクセス割合 （2018年） 

Referral
5.8%

Organic Search 
  85.2％ 

Direct 
  9.5% 
 

Social 
 0.3%  

図９   
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参照元 アクセス数 

1 Google 検索 1,390,900 

2 Yahoo! JAPAN 検索 462,174 

3 Direct access 194,059 

4 ドコモ 検索 22,279 

5 bing 検索 17,945 

6 東京都 9,128 

7 au 検索 8,014 

8 HIVマップ 5,789 

9 Twitter リンク 3,354 

10 Men’s Net Japan リンク 2,455 

参照元からのアクセス数 （2018年）  
図12   

検索エンジン 検索クエリ別順位（Google：50位まで）  
（2018/8/3-12/31）  

梅毒 
hiv 
エイズ 
梅毒検査 
エイズ検査 
エイズ感染率 
hiv感染率 
原因 
hiv症状 
梅毒症状 
性病検査 

aids 
えいず 
感染経路 
保健所 
男性 
女性 
確率 
大阪 
いつから 
検査方法 

【キーワード】  
順位 検索クエリ クリック数

平均掲
載順位

順位 検索クエリ クリック数
平均掲載

順位

1 梅毒 76577 4.0

2 hiv 39020 1.8

3 エイズ 35724 2.5

4 hiv 検査 18320 1.2 21 hiv検査 3803 1.2

5 エイズとは 16452 2.6

6 梅毒　検査 11490 2.8 38 梅毒検査 1668 2.7

7 エイズ　検査 11164 1.3

9 エイズ　感染率 8386 1.0 42 エイズ感染率 1655 1.0

10 hiv 感染率 6930 1.1

12 hiv 感染確率 5473 1.0

13 hivに感染した女 5194 2.0

14 エイズ　原因 4921 1.1

16 hivとは 4193 2.5 34 hiv とは 2200 2.4

17 エイズ検査 4183 1.3

18 aids 4020 3.1

22 hiv 症状 3796 5.8

23 梅毒症状 3371 5.5

24 性病検査　 3138 5.8 36 性病　検査 1997 6.1

25 エイズ　感染経路 3010 2.0

27 hiv 感染経路 2943 1.4

28 エイズ　症状　男性 2568 1.0

29 梅毒　症状 2509 6.3

30 エイズ　確率 2442 1.0

31 hiv 感染 2375 3.2

32 エイズ　症状　女性 2214 2.3

35 エイズ　症状 2113 5.5 37 エイズ症状 1942 5.6

43 保健所　検査 1620 1.5

44 hiv 確率 1607 1.0

46 エイズ　感染 1578 3.5

47 hiv 検査　大阪 1557 1.1

48 保健所　性病検査 1521 2.1

49 エイズ 検査 いつから 1498 1.0

50 梅毒　検査方法 1446 3.2

図11   
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サイトコンテンツ ページビュー数 

1 mb HIV・エイズって何？ 898,959 

2 mb トップページ 278,960 

3 mb HIV検査まめ知識  242,494 

4 mb もしかして梅毒！？ 162,550 

5 mb 検査・相談所検索 155,985 

6 mb HIV検査Q&A 108,892 

7 PC  HIV・エイズって何？ 97,555 

8 mb 東京都南新宿検査・相談室  80,589 

9 PC トップページ 68,725 

10 mb 東京都検索結果ページ 53,250 

サイトコンテンツのページビュー数（2018年）    

ページビュー全体 4,981,617件  

図14   

参照サイト アクセス数 

1 東京都 9,128 

2 HIVマップ 5,789 

3 twitter  3,354 

4 Men’s Net Japan  2,455 

5 日本赤十字社 2,290 

6 東京都南新宿検査相談室 1,986 

7 KO MENS.TV 1,803 

8 バレない性病検査（STDチェッカー） 1,509 

9 大阪 HIV検査.jp 1,431 

10 京都市 1,135 

参照サイトからのアクセス数 （2018年）  
図13  

188



言語 ｍｂ PC 全体

英語 5,277 2,411 7,688

スペイン語 134 88 222

タイ語 883 163 1,046

タガログ語 65 55 120

ベトナム語 795 137 932

ポルトガル語 131 109 240

韓国語 122 65 187

中国語 725 253 978

やさしい日本語 19,685 3,350 23,035

外国語ページのページビュー数 （2018年）   
図16  

アクセス地域およびアクセス言語 （2018年）   

アクセス国 ユーザー数

Japan 1,552,361

United States 7,109

Thailand 6,085

South Korea 2,785

Vietnam 2,021

Philippines 2,003

Australia 1 ,643

Canada 1,556

Singapore 1,503

Indonesia 1 ,464

アクセス言語 ユーザー数

日本語-日本 1,214,246

日本語 315,598

英語-米国 40,951

中国語（簡体） 4,765

英語-英国 4,144

中国語（繁体） 1,362

英語-オーストラリア 1,316

韓国語-韓国 1,033

フランス語-フランス 702

ベトナム語-ベトナム 694

図15  
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ホームページ「HIV検査・相談マップ」を 
ご覧になったことはありますか？ 

図18  

（保健所477件中）  

（2018年） 

（特設検査施設21件中）  

ある, 21件, 
100%

ない, 0件, 
0%

ある, 439件, 
92% 

ない, 33件, 7% 
回答なし, 5件, 

1% 

やさしい日本語ページのアクセス解析 （2018年）   

やさしい日本語ページビュー数 23,035件   

アクセス言語 ページビュー数

日本語-日本 15,255

日本語 3,810

英語-米国 355

中国語（簡体） 69

英語-英国 56

アクセス国 ページビュー数

Japan 19,223

Thailand 116

United States 61

Australia 22

Hong Kong 22

Taiwan 22

図１7   
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「HIV検査・相談マップ」は検査相談事業に 
役立っていると思いますか？ 

図19  （2018年） 

（保健所477件中）  （特設検査施設21件中）  

はい, 373件, 
78% 

いいえ, 4件, 
1% 

不明, 95件, 20% 
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